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１．はじめに  

 ステンレス鋼は，従来の構造用炭素鋼に比べて優れた耐食

性を有するものの高価であるため，土木鋼構造物に活用する

場合，腐食環境の厳しい部材またはその一部に部分的に適用

することが経済的である．しかし，ステンレス鋼と炭素鋼を

同一構造物内で適用する場合，両者の接触部で異種金属接触

腐食が発生する懸念がある． 
 本研究では，ステンレス鋼と炭素鋼の異材溶接に着目し，

異種金属接触腐食の発生が懸念される溶接部に適用可能で，

十分な防食耐久性を発揮できる塗装仕様を確立することを

目的として，腐食促進試験による検討を行った． 
２．試験方法  

 対象とするステンレス鋼と炭素鋼の異材溶接は，リーン二

相系ステンレス鋼 SUS821L1と炭素鋼 SM490Y，オーステナ
イト系ステンレス鋼 SUS304 と炭素鋼 SM400 の組合せとし
た．図 1には試験片の概要を示す．試験片は突合せ溶接した

板材から寸法 150×70×t12mmで切断し，表面全面に後述の塗

装仕様を適用して製作した．着目する表面以外の面も同様に

塗装した．塗装健全部だけでなく塗装欠陥部の評価も行うた

め，観察面にラインカット（JIS K 5600-7-9参考）を入れた． 
 表 1に適用した塗装仕様を示す．異材溶接試験片の塗装仕

様は 5種類とした．仕様 1は C-5塗装系を基に，防食下地を
ステンレス鋼への付着力が確保できる有機ジンクリッチペ

イントにした仕様である．仕様 2では防食下地による犠牲防
食作用の効果を比較するため，仕様 1から防食下地を除いた．
仕様 3にはステンレス鋼への付着力を確保でき，環境遮断性
に優れる特殊な下塗塗料 1)を用いた．仕様 4 には，コールド
スプレーにより亜鉛皮膜を形成する Smart ZIC 工法 2)（亜鉛

とアルミナの重量比率 60：40）を適用した．仕様 5には，亜
鉛粉末含有層とふっ素樹脂塗料が一体となった防食テープ 3)

を適用した．仕様 3～5では防食性の高い技術の適用により，
異種金属接触腐食の抑制を狙った．また，異種金属接触腐食

の発現を調べるため，異材溶接の無塗装仕様（ブラスト処理 ISO Sa2 1/2）の試験片も対象とした．その他，同材
溶接試験片として，SUS821L1と SUS304の無塗装仕様，SM490Yの無塗装仕様および C-5塗装仕様を用いた． 
 腐食促進試験として，複合サイクル試験（CCT）および塩水噴霧試験（SST）を実施した．図 2には，促進試験

条件 4)を示す．試験時間は，各試験 1000時間程度（CCTで約 170サイクル）とした．試験片の設置は，鋼桁下部
などの滞水しやすい箇所にステンレス鋼を適用することを想定して，ステンレス鋼を下側に，角度を 60°程度の
縦置きとした． 
 以上，試験片は，異材溶接で 2組合せ×（5仕様+無塗装仕様）×2試験＝24体，ステンレス鋼の同材溶接（無塗
装仕様）で 2鋼種×2試験=4体，SM490Yの同材溶接で（1仕様+無塗装仕様）×2=4体の計 32体とした． 
 キーワード ステンレス鋼，SUS821L1，SUS304，異材溶接，異種金属接触腐食，塗装仕様 
 連絡先   〒261-0002 千葉県千葉市美浜区新港８８ （株）横河ブリッジホールディングス ＴＥＬ043-247-8411 

 
図 1 試験片の概要 

 

表 1 適用した塗装仕様 

 
 

 
図 2 促進試験条件 
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C-5塗装系

(SM490Y)

4 Smart ZIC工法

Smart ZIC工法による亜鉛皮膜 100

5 防食テープ
亜鉛粉末含有粘着層+バリアフィルム
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からなる一体形の防食テープ

600

1 C-5塗装系相当

2 防食下地なし

3
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変性エポキシ
樹脂塗料

仕様

番号
内容 工程 塗料

膜厚
[μm]

塩水噴霧
5% NaCl

30℃
0.5hr

湿潤
95% R.H.

30℃
1.5hr

熱風乾燥
20% R.H.

50℃
2.0hr

温風乾燥
20% R.H.

30℃
2.0hr

CCT条件（1サイクル6時間）

塩水噴霧
5% NaCl

30℃
連続

SST条件
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３．試験結果  

 表 2 には，塩水噴霧試験前後の試験片（SUS821L1 と SM490Y）を示す．いずれの試験片も一般部（塗装健全
部）は，塗膜劣化などの変状が観察されなかった．ラインカット部では，防食下地にジンクリッチペイントを施

工した仕様 1および C-5塗装系（SM490Y），防食下地に亜鉛皮膜がある仕様 4において試験前後の変状がほとん
どなく，亜鉛の犠牲防食効果により腐食発生が抑制されたと思われる．一方，仕様 2，3，5では炭素鋼側に赤さ
びが発生し，ステンレス鋼側にさび汁が流れた跡が観察できる．仕様 2および 3については，塗膜膨れも発生し
た．仕様 3に適用した高遮断形変性エポキシ樹脂塗料は，その高い環境遮断性により塗膜下に侵入した腐食促進
因子が抜けにくく，仕様 2に比べて膨れが大きくなり，腐食が進行したと考えられる．なお，割愛するが SUS304
と SM400の組合せでもこれらと同様の結果を示し，CCTは SSTに比べてさびの発生や塗膜膨れの程度が小さい
傾向であった．無塗装仕様の異材溶接試験片については，外観観察で異種金属接触腐食の発現が判断できなかっ

た．今後，同試験を継続してさらに腐食を進めた後，除錆して溶接部近傍の腐食深さなどを計測することで，そ

の発現を詳細に調べる予定である．また，同材溶接の無塗装仕様について，ステンレス鋼には腐食がみられず，

SM490Yは全面腐食していた．これらは無塗装仕様の異材溶接試験片と比較するため，引き続き試験を継続する． 
４．おわりに  

 本研究で得られた内容は，以下である．(1)異材溶接接合部を塗装した試験片の腐食促進試験を実施した．その
結果，一般部では腐食発生がなく，ラインカット部では防食下地または下塗塗料の違いによってさびや膨れの発

生状況に違いがみられた．(2)防食下地にジンクリッチペイントまたは亜鉛皮膜を施工した塗装仕様では，1000時
間程度の腐食促進試験で，C-5塗装系（SM490Y）との有意差がみられなかった．なお，現時点でC-5塗装系（SM490Y）
と同程度の耐久性を発揮した仕様 1および 4の試験片については，同条件の腐食促進試験を継続し，防食性能を
より詳細に評価する予定である． 
謝辞 本研究の実施にあたり，（株）日鉄ステンレス，（株）日鉄溶接工業の関係者の皆様には試験片材料の提供
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表 2 塩水噴霧試験前後の試験片（SUS821L1と SM490Y） 

 
一般部

カット部

異常なし

異常なし 赤錆，膨れ 赤錆，炭素鋼側12mm膨れ 異常なし 赤錆 異常なし

異常なし異常なし 異常なし評
価

異常なし 異常なし

仕様番号

内容

試験前

1000時間後

(42日後)

－

C-5塗装系相当 防食下地なし 高遮断形変性エポキシ樹脂塗料 Smart ZIC工法 防食テープ C-5塗装系(SM490Y)

1 2 3 4 5

膨れ
膨れ

SM側

SUS側

SM側 SM側 SM側 SM側 SM側

SUS側 SUS側 SUS側 SUS側 SM側

SM側

SUS側

SM側 SM側 SM側 SM側 SM側

SM側SUS側 SUS側 SUS側 SUS側
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